
市長メッセージNo.５０ 

派生型への置き換わりと年度変わりの活動活発化で、感染再拡大の動き 

               基本対策＋この時期の対策の徹底を 

 

新型コロナの感染状況は、３月初旬よりやや高い水準で高止まり、さらには再拡大し

つつある状況にあります。主に１０代後半から２０代前半で感染拡大が始まり、年少世代

や働き盛り世代全般に波及しています。 

この背景には、年度変わりのシーズンを迎えて活動が活発化していることに加えて、

感染力の非常に強いオミクロン株がさらに１．３倍程度の感染力をもつといわれる派生

型 BA．２への置き換わりが進んでいることが挙げられます。 

今後、BA．２への置き換わりが進み、花見や異動、旅行、新学期による活動活発化の

影響が重なると、これまでで最大の感染拡大の波が押し寄せることも想定されます。 

他方、こうした再拡大の動きの中でも、ワクチン接種との関係性に確証はないものの、

３回目のワクチン接種が進んだ６０歳以上の陽性率は低くなっています。 

６０歳未満の方の３回目の接種率はまだ低い一方、ワクチン接種の予約枠には余裕が

ありますので、社会全体で感染拡大を抑えるためにも、できる限りすみやかにワクチン

接種をお願いします。事業者の皆さまも、年度初めの繁忙期ですが、従業員の接種しや

すい環境づくりにご協力をお願いします。 

感染状況は予断を許さない状況が続き、コロナ禍が２年以上続く今も収束のめどは立

ちません。爆発的な感染拡大にならないよう感染防止対策を徹底しながら、社会経済活

動を継続していく「ウィズ・コロナ」の道を進んでいかなければなりません。 

 市民の皆さまには、次の留意事項に沿って、感染防止対策の徹底をお願いします。 

 

① 若者中心の感染拡大が増えています。⇒資料１に沿って感染防止をしてください。 

② 学校、施設、事業所での感染拡大防止は、疑いや初期段階での対応が重要です。 

⇒資料２のお願いを徹底してください。 

③ 働き盛りの年代にも波及しています。⇒事業所では資料３も実施してください。 

④ 花見シーズン。公的な花見場所では、飲食が原則禁止です。 

⇒その他の場所でも、シート等を設置して多人数で飲食を行うのは控えて下さい。 

⑤ 接待を伴う飲食店等に関係した感染が増加傾向です。⇒会食する際は、資料４に沿

って行ってください。接待を伴う飲食店等を利用後、気になる無症状の方は、早めに

薬局等での無料検査をご利用ください。 

⑥ 家庭内での感染防止にも十分ご注意を。⇒資料５に沿って実施してください。 

⑦ 基本的な感染対策（不織布等防御力の強いマスク、こまめな手洗い・消毒、十分な換

気など）、リスクの高い場面（マスクなし会話、混雑した場への出入り、大人数・長時間

の飲食、感染拡大地域との不要不急の往来など）をつくらない対策を徹底してくだ

さい。 

⑧ ワクチン接種は、その種類に関わらず、できる限りすみやかにお受けください。 

 

 令和４年４月６日 

福島市長   木幡 浩 

 



資料１

若者を中心とした感染・クラスターの発生が続いています

※複数での飲食やカラオケ、旅行、宿泊等による感染です。

若者中心の感染拡大



資料２



感染を拡大させないための３つのポイント

プラス１ ３回目のワクチン接種もお早めに

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/hoken-chiiki-hoken2/shingatakorona.html

資料３

1.事業所内に、他に有症状者がいないか調査

・症状がある従業員は、直ちに帰宅させ、医療機関の受診をすすめる。

２.陽性者とマスクを外して接触していないか確認

・陽性者と飲食をした従業員（濃厚接触者）は、７日間の自宅待機とする。

３.陽性者と接触した人は、ハイリスクの方との接触を避ける

・陽性者と接触があった従業員は、高齢者施設等への訪問は、７日間は避けるようにする。

先手の対応が業務の支障を最低限に抑える！
まずは、職場の感染対策をチェック（↓施設調査表をご活用ください）

働き盛りの年代に感染が拡大しています‼



資料４



資料５


